
👹登別駅前を盛り上げよう👹

『外国人旅行者の受け入れに関してのソフト面でのサービスは、国際観光地として

これまでいろいろ取り組みされてきているものの、いまだ十分なレベルとはいえない。』
国土交通省北海道運輸局 H24 ３月 登別市における外国人旅行者の移動容易化のための言語バリアフリー化調査報告書 より

温泉で有名な登別だが、
その駅前商店街は・・・・・・
・人がいない
・営業しているか不明
・駅前に行く理由なし
→寂しい・・・・・・
→盛り上げていこう！！

・地元民も観光客も集まるにぎやかな駅前

・綺麗で清潔感のある駅前 湯の国登別に
・また行きたくなるような魅力を持つ駅前 恥じない駅前!

２．資料

３．理想のゴール

FW先：城崎温泉観光協会様 日時：８月２３日
Q１.街の整備で心掛けていることは？ A1.景観の維持
Q2.外国人旅行者への配慮は？ A2.国籍問わない観光のしやすさ

成果：電話を掛ける力が身についた。
だが探究活動内での施行は難しい。

反省：緊張してしまった。管轄外だった。
課題：駅前を盛り上げる必要性の再確認

←城崎温泉 太鼓橋(登録有形文化財)

４．FW

１．探求を始めた動機



 

 

  

豊かな自然が人に与えるイイ影響 ～森の多様性の可能性～ 

見つけた課題👀 
一般の人に対する森への入り口が狭く、森林環境保全

活動に対する活動内容が曖昧で周知されていないので
はないか。 

校内の 429 名にアンケート調査を実施  

193 名
(45%) 

236 名 
(55%) 

269 名 
(63%) 

160 名 
(37%) 

「どのようにしたら、森への入り口を広げ、 

人を呼ぶことが出来るのだろうか。」 

仮説 

 森が人に与える影響を具体的に分析・発信すること

で、森に興味を持ってもらうことが、森への入り口を広

げることになるのではないか。 

 調査・検証（フィールドワーク） 

調査協力場所 苫東和みの森 
＜場所＞北海道苫小牧市静川 
＜活動内容＞ 
1.月に一度は森づくり！ 
2.林業体験 
3.森林散策 
4.海外の方への体験活動実施 
5.道外からの森のようちえん受け入れ 
参考：https://tomato-
nagominomori.jimdofree.com/ 

調査協力団体 自然体験指導者ネットワークえんりっと 
＜活動場所＞苫小牧市の森の中、町の中など 
＜活動内容＞ 
・自然を親子で楽しめるプログラムを企画 
・小中学校の親子学級レクをはじめ、町内会や企業のイベント 

などへの出前講座の実施 
参考：https://ezoclub.jp/pickup/1786/ 

https://ja-
jp.facebook.com/enjoy.nature.life.in.tomakomai/ 

【実施日時】2020 年 6 月 20 日(土)、 7 月 18 日(土) 、8 月 22 日(土) ９：００～１２：００ 

【検証】「森で人が実際にできること・やっていることは何か」また「その行動によってどんな成長に繋がる 

か」を調査し、森から得られるイイ影響を分類する。 

【方法】調査対象を森に絞って調査する。協力してくださる団体のスタッフとして活動させてもらいながら、 

参加者の行動を観察する。 

【結果】実際に観察すると、森での行動が大人と子供で異なっていた。 

・実際に観察すると、森での行動が大人と子供で異な
っていた。 
・大人より子供のほうが、制限が多いにもかかわら
ず、活動の幅が広かった。 

【考察】 
・森という空間で人が集まって何かをするときは、 

コミュニケーションが必ず生まれることに気付いた。 
・子供たちの行動を観察している中で、虫や鳥の鳴き声 

や風が吹いたとき、落ち葉を踏んだときの「音」に反 
応する速度が大人より早いように感じた。また、自分 
が見たことのない植物や生き物を見つけた時にすぐ
人に教えていた。これらのこともまた森が人に与える
イイ影響に関連していると考える。 

https://tomato-nagominomori.jimdofree.com/
https://tomato-nagominomori.jimdofree.com/
https://ezoclub.jp/pickup/1786/
https://ja-jp.facebook.com/enjoy.nature.life.in.tomakomai/
https://ja-jp.facebook.com/enjoy.nature.life.in.tomakomai/


 

【実施日時】2020 年 11 月 28 日（土） 

【目的】普段、森との関わりがない人に自分の探求について発表し、森に対する印象はどれだけ変わるかを 

検証する。 

【方法】オンラインでのトークセッションを開催し、始めと終わりで森林に対する印象を聞き印象の変化を 

調査する。 

【調査結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

・少人数での実施だったため、一人一人に伝わるように話すことができた。 

・結果としては４名全員の森に対する印象を変えることができたが、データとしては不十分。 

・今後もこのような企画をして森に対する印象を変えていく必要がある。 

検証企画の実施 

 

森の中で活動しているときによく見られた行動の中で成長に繋がるサイクル！！ 

気づいたこと 

① 森が人に与えるイイ影響について、簡単に理解することができるポスターをつくる 

② 参加人数を増やしてトークセッションを行い、森についての印象をどんどん変えていく。 

③ 大きなキーワードになるコミュニケーションについて学びを深めたい。また、森のコミュニティを日本全

国に普及させたい。 

 

今後について 

この探究はまだ終わってない！今後も引き続き実施していく！！ 



地元のフードロスを削減するために

＜FWの成果＞

社会福祉法人伊達コスモス２１の「パンの店コスモ
ス」さん、三戸部農園さんに協力して頂いて、地元の廃
棄されるじゃがいもとかぼちゃを使用した商品を４種類
開発した。また、開発した商品を１０月下旬に店頭で、
１週間限定で販売した。最終日には、店頭に足を運んだ。
商品開発に当たって、実際に試作と仕込みに参加して商
品化することができた。また、商品名や掲示用ポスター
を作らせてもらった。

＜今後の展望＞

伊達市内にある多くの農家さんに電話をかけて廃棄野
菜の量や現状を調査し、インターネットに掲載されてい
ない伊達市内の廃棄野菜の具体的なデータを把握したい。
また、データをもとに新たなプロジェクトの計画をして
いきたい。コスモスさんが第2弾にも積極的だったため、
コスモスさんに協力して頂くことも考えている。

動機
伊達野菜は、道の駅や農協で販売されている。

しかし、規格外などの理由により、販売できない
野菜はどうしているのか疑問に思ったから。

FW先①三戸部農園さん：５月末に電話で質問した。
・親戚におすそ分けするものもある
・やむを得ず廃棄してしまうものもある
・収穫量が多い時期には廃棄する量が増えてしまう

FW先②パンの店コスモスさん
８月中旬に学校のキャリア課題探究活動として、廃

棄野菜を使用した商品開発に協力してもらいたいと提
案した。コスモスさんも、伊達の秋野菜を使用した商
品を開発したいと考えていたため、前向きに受け入れ
てくれた。そこから、パンに向いているじゃがいもと
かぼちゃを使用した商品を開発することが決まった。

 

８月下旬に、コスモスさんの
協力のもと、廃棄されてしまう
じゃがいもとかぼちゃを使用し
た商品を開発することを伝え、
販売できない２種類の野菜を安
く分けて頂けるか電話した。

９月中旬に、コスモスさんと
一緒に訪問して、小さすぎるも
のや大きすぎるもの、色が青く
なったじゃがいもとかぼちゃを
無料で譲り受けた。



外出自粛中に
適度な運動で

いい眠りをプロジェクト

【動機】
3月からの臨時休校期間で食べてばかりで
体重が増加している人がいた。 打開したい！！

中高生の約半数が
通常の生活習慣が
変化したと回答

［体重増加の原因］
運動量の低下
ストレス

美意識の低下など
今回は生活習慣の
乱れに注目

【事例】

中之条研究 群馬県中之条町の65歳以上の男女5000人に
生活習慣や食習慣、運動量をアンケート調査したもの
→運動の仕方や時間に注目！



【中之条研究からわかったこと】

身近な「歩く」という行為が健康をもたらしてくれる

たくさん歩くから
いいのではなく、適度に
運動をすることが大事
であることが分かる

【今後の展望】
FW先を探しているが、自分の目的に合うFW先が
見つけられていないので見つけたい。
見つけ次第質問をメールで送信したいと思っている。
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